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令和 6年 (ワ)597号  契約条項等使用差止等請求事件
原 告 特定非営利活動法人 消費者ネット広島
被 告 宗教法人円蔵院太陽の会

第 1準備書面

令和 6年 9月 12日

広島地方裁半lよ戸
~プ

〒 御中

被告断μム`代理人弁護士 Jヽ  林  裕

同   弁護士 藤  井  秀

同   弁護士 青  木  祐

孝

以下では、請求の原因に対する認否、及び、被告の主張をする。

第 1 請求の原因に対する認否

1 「第 1 当事者」について

(1) 「1 原告」について

不知。

121 「2 被告」について

認める。

本件規員U」 に「l墓地の返還)第 14条 1 使用墓地が不用になつ
たときは、速やかに管理者に届け出ると共に、墓

'也

イ史用承諸返選依頼申請書

および墓地使用承諾書に印鑑証明書を孫えて、墓地の返選手続きをして下さ
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2  「第 2

ついて

「l

被告による使用料は一切返還しないとの契約の使用について」に



ぃ。」との記報があることは、否認する。

正しくは、「使用墓地が不要になつたときは、速やかに管理者に届け出
ると

共に、墓地使用承諾返還依頼申請書および墓地使用承諸書に印艦言
正明書を添

えて、墓地の返還手続きをして下さい。」である。

その余は認める。

3 「第3 訴訟に至る経緯」について

(1) 『1 原告の被告に対する「質問書」の送付」について

認める。

●) 「2 被告作成の「回答書」 (令和 5年 5月 29日到連)の内容」につ

いて

認める。

もつとも、甲6号証の書面の「使用規則第14条第 1項による基地の返

還に伴う契約の解除が将来有効であることを確認し、Jとの記載は被告
の誤

記であり、正しくは「使用規則第 14条第 1項による墓地の返還に伴う契

約の解除が将来効であることを確認し、Jである。

(9 「8 原告の「申入書」にとる申入れ」について

認めるけ

141 「4 被告作成の「回答書」〔令和5年 9月 25日付)の内容」につい

て

認める。

脩)第 5項について

認める。

(0 「6 被告作成の「回答春」(令和6年 4月 1日付)の内容について

認める。
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4 「第4 被告が不特定多数の消費者との間で本件規則第14条日項、本件

書面第2条13)、 同第G条など、既キム金の全吉IIを返還しないとする条項を含む

消費者契約の締結を現に行い又は行うおそれがあること (法第12条)につ

いて」について

隠める9

もつとも、後述のとおり、本件規則第14条 3項、本件書面第2条(9、 同第

6条など、既払金の全部を返還しないとする条項は、消費者契約法第9条第1

項第1号に該当しないため、被告が、これらの条項を使用することは適法であ

る。

5 「第5 本件規則第14条 3項、本件書面第 2氣 31、 同第 6条など、既払

金の全部を返還しないこととする条項が、法第9条 1項 1号に該当すること

について」について

(1)第 1項1llについて

主張の内容が不明であるため、認否ができない□

ここでいう「本件規定」とは、何かを明らかにされたい。

修)第 1項121について

本件規則第 7条の記載.及び、本件霊園のホームベージ (甲 11)の記

載につき、その記報があることについては、認める。

その余は否認ないし争う。

本件契約の法的性質は、後述のとおり、準委任契約ではない。

131 「2 本件契約に基づく使用料請求権の発生を理由とする法律上の原因

がないことについて」について

否認ないし争う。

本件契約の法的性質は、後述のとおり、準委任契約ではない。

儡)第 3項(Jについて
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認める。

(5)第 3項(2について

否認ないし争う。

(6)第 3項131について

翻 ないし争う。

(7) 「4 結論」について

争う。

第2 被告の主張

1 本件規則第 14条 3項、本件書面第 2条 131、 同第 6条など、既払金の全部

を返還しないこととする条項が、法第 9条 1項 1号に讚当しないこと

位}本件契約の法的性質は準委任契約ではないこと

ア 原告は、本件契約は、納骨日から33年間の墓地使用権を設定した上で、

墓地使用期間中の墓地管理及び墓地使用期間経過後の永代供養という事

実行為の妻託を主たる内容とする準委任契約の性質を有すると主張する。

しかしながら、本件契約の内容は、以下て述べるとおりであつて、その

法的性質は、準姿任契約ではなく、本1牛契約の法的性質を準委任契約であ

ることを前提とする原告の主張はいずれも理由がない。

イ 本イ牛契約の内容は、雰下のとおりである。

(ア)顧客は、コスモガーデン高天原使用契約 (乙 1)、 及び、本件使用規貝」

(甲 3)に署名押印して、本件契約を締結する。

コスモガーデン高天原の樹木葬霊回 (以下「本件霊園」という。)1こは、

それぞれ「おひつじ座」(乙 2)、「白薦座」(乙 3)、「おとめ座」(乙 4)、

「オリオン座」(乙 5)、 「こと座」(乙 6)、 「こと座巨」(乙 7)と いう名

称を付した樹木葬に用いる敷地が存在しており、埋葬場所ごとに区画,‐

・
番

号を割り当てている。本件霊国の様子は、乙8の写真のとおりである。
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顧審は、契約時に、自ら特定の樹木葬墓地区画を選んで、本件契約を

締結する。

このように、本件契約は、被告が、顧審との間で、本件轟国の特定の

樹木葬墓地区画に基地使用権を設定するものである。

(イ)顧客は、墓地の使用料を納付し、墓地使用承諾を受けたときから、墓
地使用権を取得し (本件規則第 5条 )、 墓地使用承諾を受けた後、納脅を

行った日から33年間 (2人用墓地区画の場合には、最後の落内骨日より
33年間)使用できる (本件使用規則第 7条 )。

墓地使用権設定後には、顧客の区画にlま顧客の姓を記戦したプレート

(乙 8刺 lΞ)を設置する。納骨の際には、別売りの骨壺を購入しても
らい、遺骨を当該骨邑に入れて、墓地使用権を設定した区画に納′胃'する。

津内′斤後には、当該区画に顧客の希望に応じた紳 再ゃ文字を記戦したスト

ーンプレート(乙 8呵コないし□ を設置する。
(ウ)使用期間終了後は永代供養方式で舎同供養塔に改葬される。
「永代供養方式で合同供義塔に改葬Jと は、合同供義塔の前方 (乙 8

いし区コ,または当該塔の隣に設置した掲示板 (乙 8の囲
に氏名を記載した銀色のステンレスプレートを目占り付けて、掲示すると

ともに、樹木葬墓地に納骨した遺骨及び骨壷は数年で上にかえるところ、

合同供襲塔に改葬する際に、当該区画の上を掘り返して、合同供襲塔に

ホ内めることを意味する。

ウ 準委任契約とは、法律行為でない事務を相手方に委託する契約である(民
法第643条、第656条)と ころ、本件契約は、上記のように、特定の
樹木葬墓地区画の使用権を設定する契約であって、事務を委託することを

内容とする契約ではないため、本件契約の法的性質は、準姿任契約ではな

い 。

したがつて.本件契約の法的性質を準委任契約であることを前提とする
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原告の主張はいずれも理由がない。

修)本件規員ll第 14条 3項、本件書面第 2条 lal、 同第G条について

ア 本イ牛撤 ll第 14条 3項、本件書面第 6条の既に支払つた使用料を返還し

ないことを定めた条項について

上記のとおり、本件契約は墓地使用権を設定する契約であり、顧客が被

告に対して支払う使用料は墓地使用権の設定の対価であるところ、使用料

を支払つた時,点で、顧客は、墓地使用権を取得しており、被告は、本件契

約における主となる債務の履行を完了している。

本件契約による基地の返還の申入れは、墓地使用権の方皮棄であつて、そ

れに伴つて、本件契約が将来に向かつて解除されるとしても、被告は、使

用料を返還する義」寿を負わない。

以上のように、本件規則第 14条 3項、本件暮面第 6条の既に支払つた

使用料を返還しないことを定めた条頃は、本件契約に基づく使用料支払請

求権による給付保持力が存統することを確認する趣旨で定めているもので

あって、契約の解除に伴う損害賠償の額を予定し.又は違約金を定める条

項ではないため、消費者契約法第 9条第 1号に該当しなヤ、

イ 本件書面第 2条131の既に支払つヽた内金を返還しないことを定めた条項

について

本件書面第 2条(1)では、申込者は使用料の内金として金壱万円以上の金

額を送金または持参して支払うものと定めており、本件書面第 2条(31では、

申込者が被告に支払つた内金は理由の如何によらず返却しないことが定め

られている。

当該内金は、角早約手付として定められたものであつて、契約の解除に伴

う損害暗償の額を予定し、Xは違約金を定める条項ではないため、本件書

面第 2条131は、消費者契約法第9条第 1号に該当しない。
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2  青古論

以上のとおりであるから、原告の請求は理由がない。

以上
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令和 6年 (7)第 597号 契約条項等使用差止等請求事件
原 告  特定非営利活動法人 消費者ネット広島
被 告  宗教法人円蔵院太陽の会

証 拠 説 明 書

広島地方裁判所 御中

原告訴訟代理人弁護士

同

同

令和6年9月 12日

裕

秀 孝

祐

ヽ

′!ヽ  林

藤 井

青 木

番  号
標    目

(原本写しの別〕

作 成

年月日

作成者 立証l題旨 備考

島 1

コスモガーァ
ン高天原使用
契約

写 し R.619.11 被告
被告が顧客との間で本件

李習異痛察言島容
隣
峯算
用

乙 2
区画配置図
ヨネモガー
ン「おひつ

写 し R.5.6.20 被告
樹木葬墓地の区画配置
等。

乙 3

樹木葬盛地の
区画配置図
(コ スモガー
デン「白鳥
座」)

写 し R.5.6.3 被告
樹木葬墓地の区画配置
等。

乙 4
区画配置図
(ヨスモガー
デン高天原
おとめ座,

写 し R5.6.3 被告
樹木葬墓地の区画配置
等。

乙 5

樹木葬墓地の
区画配置図
(ヨスモガー
デン高天原
オ上オン座〕

写 し R5.6,8 被告
樹木葬墓地の区画配置
等。

イ



乙 6
樹木葬墓地の

区画酉己置図
(こ と座)

写 し R5.6.20 被告
樹木葬菖地の区画配置
等。

とと7
樹木弊墓地の

区画im置図
(こ と座Ⅱ)

写 し R.5,6.20 被告
樹木葬墓地の区画配置
等.

乙 8

写真 18棋

琴笹亨争高XF房科
本書占地
撮影日 命和6年7月
,OF
操諄争所 ヨニモ
ガーデン高ズ原構ホ

弾霊口 (広島県広島
市東区尾長3丁 目lk―

写 し R.516120 被告
樹木葬茎地～及び、合同
供養塔の状況等。
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∬ (経営者控)

儘
第

争
曽

スモガーデン高天原 使用契約書

契約書陥.

契約 日 令 和  年  月  日
′

⊂

私は、使用規則に同意し、下記のとおり「コスモガーデン高天原 (樹木葬)」の使用に
ついて契約します。

※使用期間は、納骨締 つた日 (2人用区画の場合は、最後 日より します

について

私は本契約締結と同時に太陽の会への入会を希望し会員となります。

セ

C

宗旨
宗派

プリガナ

氏 名

一Ｔ

住 所

本籍地

(携帯)

契
約
者

（
名
義
人

）

連絡先

(契約者から見て)~

契約者との
統柄氏 名

フリザ了ナ

】Ｔ

住 所

(その他)

承
継
予
定
者

連絡先

樹木葬 コスモガーデン高天原

S―   番W‐   番座区  画

使 用 料 円 円令 和  年  月  日手付金

円令和  年  月  日中間金

円令 和  年  月  日完済金

円計

(経営者)

宗教法人 円
霊園管理部

岡山県岡山市南区

TEL 086 -250-0311

(取扱代行)

管理者 相_当者



‐/

f

デ(取扱代行控) 契約書血

コスモガーデン高天原 使用契約書

私は、使用規則に同意し、下記のとおり「コスモガーデン高天原(樹木葬)」の使用に
ついて契約します。

※使用期間は、 た 日 日 33年間 します。

について

私は本契約締結と同時に太陽の会への八会を希望し会員となります。

t

令 和  年  月  日契約日

宗旨
宗派

フリノ丁チ

氏 名 時l

一Ｔ

住 所

本籍地

契
約
者

（
名
義
人

）

承
継
予
定
者

(携帯)

契約者との
統柄氏 名

連絡先

クyガ十

住 所

T

(その他 )連絡先

コスモガーデン高天原樹木葬

S‐   番w―   番座区  画

使 用 料 円
円令和  年  月 日手付金

円令和  年  月  日中間金

円令 和  年  月  日完済金

円計

(経営者 )

宗教法人 円
霊園管理部

岡山県岡山市南区

TEL 086 -259-0811

(取扱代行)

管理者 担当者



ご契約の内容

第1条 (申込)

申込者は、以下に記載する各条項およびコスモガーデ

ン高天原樹木葬霊園使用規則に従い、宗教法人円蔵院

裔累畢墓旨伝屋踪継 言融 遂娠惑筋真記ます。

第6条 (契約の解除)

申込者が契約内容のいずれかに反したときは、

当法人から本申込に基づく契約を解除し、墓地

使用承諾を取り消すことができるものとします。

なお、この場合でも、既に支払われた使用料は

返還しないものとします。

第7条 (使用権保留の特約)

申込者は、使用料を完済し、墓地使用承諸を

受けた時から、表記の墓地区画を使用できる

ものとします。

第8条 (住所の変更)

申込者が住所を変更した場合は、遅滞なく当法人

に対して書面をもつて通知するものとします。

第9条 (個人情報の取扱いについて)

罠新g柔乳坊嗣 腑 驀羅債研
を利用することに同意するものとします。

第2条 (使用料の内金)

(1)申 込者は、表記使用料の内金として金壱万円以上

の金額を送金または持参して支払うものとする

ご
2) 申込者が当法人に内金として支払つた金員は使用

料の一部として充当致します

(3)申込者が当法人に支払つた内金は理由の如何によ

らず返却致しません

第3条 (支払期日)

申込者は、当法人へ支払う使用料を、表記の条件のと

おり、送金または持参して支払います。

第4条 (期限利益の喪失)

申込者は、次のいずれかの事項に該当したとき、その

債務について期限の利益を失い、直ちに残債務を支払

いますと

((1)表記支払期日に、支払いを延滞したとき

(2)支払停止もしくとま支払不能に陥ったときまたは手

形交換所から不渡処分もしくは取引停止処分標

けたとき

(3)差押、仮差押、仮処分の申立を受けととき、また

は滞納処分を受けたとき

(4)破産、民事再生、特別清算、会社更生の申立を受

けたとき、または、これらの申立をしたとき

第5条 (損害金)

申込者が期限の利益を失つたときは、その日の翌日か

ら完済に至るまで、残額に対し年 14.6%の損害金の支

必うものとします。

第10条 (専属的合意管轄)

鞠 淫霧瑞健贅:な
とします。

(1)樹木葬釜園の運営に関するご案内などを

提供するため、郵便、電話などの方法により

お知らせすること

(2)当法人において執り行う催事または扱うサー

ビスなどについて、郵便、電話などの方法に

よりお知らせすること

(3)新規企画、あるいは利用者の利便性向上策検討

のため、アンケート調査を実施すること

(4)申込者および使用者の個人情報を基に与信判断

管理を行うこと

事 業者 宗教法人 円蔵院太陽の会

住 所 岡山市南区豊成2丁 目10番 113号
電話番 号 086-259-0811



コスモガーデン「おひつじ座」
作成日:2019/7/01作 成者 :吉岡

更新日:2023/6/20更 新者 :吉岡
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